
中学生がやり方を教え、測定をしてくれます     一緒に道具を片付け、「指スマ」をして仲良く 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
江陽中学校区（江陽中・江別太小・豊幌小）の目指す子ども像は、「ともに学び やり

ぬく子（知） こころざし高く 夢をいだく子（徳） えがおあふれる たくましい子（体）」
です。この目指す子ども像に迫るための取組の一つとして、小中合同での新体力テストを
実施しました。６月８日（水）に江別太小学校の５年生が、６月１４日（火）に豊幌小学
校の５年生が江陽中学校の２年生と一緒に新体力テストの各種目に臨みました。 

 
①江別太小学校５年生と江陽中学校２年Ａ組 
初めに、小中学生混合のグループで挨拶や自

己紹介、準備運動の「江陽体操」を一緒に行い
ました。次にグループごとに各種目に取り組み
ました。「反復横跳び」では、リズミカルに跳べ
るように中学生が小学生の手をとり動き方を教
えていました。「立ち幅跳び」では、中学生の大
きな跳躍を見て小学生から感嘆の声が聞こえま
した。「握力」では、測定をしている子どもに対
して「フレーフレーＡさん！」と皆で応援する姿が見られました。他にも、中学生が小学
生に対して「すごいよ、Ｂさん！」「いいよ、いける！」「早いよ、がんばれ！」等と励ま
す姿や、「腕は胸にあてるんだよ。」「次は体育館にもどるよ。」「記録をちゃんと覚えておく
んだよ。」「忘れ物ないかな？」等、声をかける様子が見られました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

②豊幌小学校５年生と江陽中学校２年Ｂ組 
江別太小学校と同じように、互いに挨拶と自

己紹介、準備体操の「江陽体操」を行ってから
各種目に取り組みました。豊幌小学校の５年生
が全部で１６名のため、小学生１人に中学生２
～３人がつく形でグループをつくりました。そ
のため、中学生が「次は立ち幅跳びをするよ！」

「水を飲んでいいよ！」等と小学生に声をかけ、
気遣う場面がたくさん見られました。また、今
回は時間的に少し余裕があったので、最後に持
久力を測定する「シャトルラン」に挑戦しました。その際も、見守る小学生や中学生から
自然と「がんばれ！」と応援する声がかかり、拍手の音が体育館に響きました。 
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江別市教育委員会 

総務課・学校教育課 

「江別市小中一貫教育」☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

☆☆☆☆☆☆☆☆「えべつ型コミュニティ・スクール」 

聞く姿勢が素晴らしい  宜しくお願いします！ 

子どもたちの課題意識や意欲を高める 



校長先生や学校運営委員さんも言葉をかけてくれます 交流を通じて中学生の凄さや優しさを感じる小学生  

中学校の先生による国語科と数学科の授業 

朝・帰りの会の指導 江別太小学校と豊幌小学校の先生による体育科、英語科、道徳科の乗り入れ指導 

小中学生一緒に家庭科や技術科の学習をしました 

この日は、江陽中学校の「えべつ型コミュニティ・スクール」の学校運営委員会も開催
され、学校運営委員の皆様が授業の様子を参観しました。参観の中では、学校運営委員の
皆様が子どもたちに声をかけたり、子どもたちの方から挨拶をしたりする場面が見られま
した。また、「みんな楽しそうに取り組んでいますね。」「中学生にとってもよい経験になり
ますね。」等の感想を学校運営委員の皆様からいただきました。 
授業の最後は、小中学生が輪になってお礼の言葉を言い合い、指導者の先生が「中学生

が一生懸命小学生に教えてくれて感謝しています。小学生も笑顔で頑張ってくれてよかっ
たです。ありがとうございました。」との学習のまとめを行いました。会場の体育館全体が
温かい雰囲気に包まれたように思います。今回の取組は、体を動かす活動を通して小中学
生が交流を深める、中学生が「人に教える、人の役に立つ」体験をし自己肯定感や自己有
用感を高める、小学生が中学生への憧れや運動への意欲を持つ、思いやりの心や協力性を
育む等、確かな成果をあげることができました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ６月２２日（水）と６月２３日（木）に江別太小学校が、６月２４日（金）に豊幌小学
校が６年生の中学校登校を行いました。中学校の先生が、朝・帰りの会の学級指導や、数
学科「数の広がりについて考えよう」、国語科「マッピングで考えを広げ、『なりたい自分』
を比喩で表現しよう。」の授業等を行いました。また、特別支援学級では、家庭科「ミシン
で小物入れとコースターをつくる」や技術科「世界に一つの『タグ』を作る」の学習が行
われ、小学生と中学生が交流しながら制作活動に取り組みました。どの学級も、初めは緊
張していた様子が見られましたが、中学校の先生方の発問や言葉かけ、工夫した学習活動
等によって、笑顔が少しずつ増え、意欲的に授業に取り組んでいました。授業後には、「い
つもより長い時間だったけど楽しかった。」「中学校の先生が優しく教えてくれて分かりや
すかった。」等の感想が子どもたちから出て、たいへん有意義な取組となりました。 
 さらに、今回は、小学校の先生による中学３年生への乗り入れ指導（英語科「小学生の
ための英語クイズをつくろう」、体育科「バレーボール」、道徳科「カーテンの向こう～よ
りよく生きる喜び」も行われました。中学生は、小学校時代を思い出し、ワクワクしなが
ら小学校の先生の授業を受けていました。また、小学校の先生にとっては、子どもたちの
成長を実感し、中学校の学習指導等について理解するための貴重な機会となりました。 
 


